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１． はじめに

設計図や竣工図は，公共構造物の構造や数量，

出来形に関する情報を表す重要な表現方法の一つ

で，設計から維持管理までの全体工程にわたって

交換・参照・更新が繰り返されます。これらの情

報を正確かつ効率的に運用するため，国土交通省

は設計図および竣工図の電子納品を２００１年４月か

ら開始することとしており，そのための仕様であ

る「CAD製図基準（案）」（以下，本基準案とい

う）を２０００年３月に策定し，現在全国の直轄工事

事務所で試行運用を実施しているところです。

本基準案は，図面をCADデータで納品する場

合の図面様式，CADデータ交換フォーマット，

CADデータの属性情報（図面名，作成者名，図

面尺度等），フォルダ構成，ファイル名，レイヤ

名等の標準仕様を定めています。平成１２年度は，

一般的な規則を定めた総則と，道路詳細設計，橋

梁詳細設計，河川詳細設計［樋門・樋管］を実証

フィールド実験で試行しており，他の工種につい

ても必要性の高いものから順次整備する予定で策

定作業を進めています。

２． CAD製図基準の基本的な考え方

情報を電子化すると，公共土木事業のさまざま

な局面でメリットがもたらされます。例えば図面

を電子化すれば，設計段階では何度も行う修正作

業が軽減され，工事段階では図面を再入力する手

間を省いたり，単純ミスをなくすことができま

す。さらに，アプリケーションソフトウェアを用

いることで，数量拾い出しや図面の履歴管理等こ

れまで手間を要してきた作業が軽減できる可能性

が見込まれます。

公共土木事業では数多くの関係者が携わるの

で，電子化された情報がさまざまなアプリケーシ

ョンで扱えること（拡張性の高さ）が最も重要で

す。そこで，本基準案では「再利用性」と「検索

性」を重視してフォルダ構成と属性情報の付け方

を統一し，公共土木事業の成果図面を統一的に管

理・検索することを目指しています。さらに，図

面様式とレイヤ名等については，既存の基準

（ISO，JIS，他機関の基準）との整合性を確保す

るようにしています。

特集 建設CADの取り組み

４ 建設マネジメント技術 2001年 3月号



３． CAD製図基準（案）の構成

� 様 式

国土交通省では，設計業務の成果図面は（社）土

木学会が定めた「土木製図基準」に定める表記方

法に基づいて作成されてきましたが，表題欄や図

面に盛り込む内容は旧建設省の各地方建設局が個

別に定めており，必ずしも全省的には統一されて

いませんでした。

本基準案では，作成作業の効率化やデータの品

質を確保するため，ISOや土木製図基準をもとに

図面様式や記述内容を統一しました（表―１）。

� CADデータ交換フォーマット

現在，工種や業務の目的に応じて多種多様の

CADソフトウェアが普及しています。異なるソ

フトウェアで作成されたCADデータを完全に互

換する中間ファイル形式は今のところ普及してい

ないため，本基準案では，交換フォーマットを受

発注者双方で協議の上決定することとしました。

「CADデータ交換標準開発コンソーシアム」

（開 発 期 間：１９９９年３月～２０００年８月）で は，

（財）日本建設情報総合センターを事務局とするコ

ンソーシアム形式により，官民の建設業界関係者

およびCADメーカー（特別会員３７機関，一般会

員２０１社）の参画を得て，国際標準（ISO１０３０３

（STEP）―２０２）に準拠した２次元CADデータの

中間ファイルフォーマットを開発しました。CAD

データ交換標準開発コンソーシアムでは，交換で

きる機能によりレベルを４段階に分けており，コ

ンソーシアム期間中にレベル２（２次元CAD製

図データとして一般的に必要なレベル）までの開

発を完了しています。

本基準案の規定は，上記のレベル１（画面上で

図面表示が正確に再現できるレベル）で対応可能

ですが，ラスターデータについては ISO１０３０３で

は規定されないため，暫定的に取扱方法を定めて

います。また，１枚の図面に尺度の異なる構造物

を複数作図する場合や，縦横比が異なる図面を作

図する場合，文字に関する規定については，上記

のレベル１でも対応できるように規定していま

す。

今後，成果をもとに開発された市販ソフトが普

及した段階で，CADデータ交換フォーマットを

ISO１０３０３に対応するよう変更する予定です。

� フォルダ構成・属性情報

過去に作成されたCADデータの検索を容易に

するため，本基準では納品時のフォルダ構成と

CADデータの内容を表す属性情報を定めまし

表―１ CAD製図基準（案）で規定した図面様式［総則］

項 目 内 容

図面の大きさ A列サイズ（第１類）A１を標準とする。これによりがたい場合はA０またはA２～A４とする。

輪郭と余白
輪郭線は実線とし，線の太さはA０，A１では１．４mm，その他は１．０mmとする。
輪郭外の余白はA０，A１では２０mm以上，その他は１０mm以上とする。
図面を綴る場合は，綴る側に２０mm以上のとじ代幅を設ける。

表題欄 表題欄の位置と様式を定めた。

尺 度 CADデータを紙に出力した場合の尺度を定めた。

線種と線の太さ

JIS Z ８３１２:１９９９「製図に用いる線」に準じ，原則として実線，破線，一点鎖線，二点鎖線，の４種類
とし，それぞれの用法を定めた。
線の太さは細線，太線，極太線の３種類とし，紙に出力する場合の太さの比率を細線：太線：極太線＝
１：２：４とした。

文 字

JIS Z ８３１３:１９９８「製図に用いる文字」に基づくことを原則とした。
大きさの呼びは，２．５，３．５，５，７，１０，１４，２０mmを標準とする。
漢字は楷書，常用漢字を原則とする。かなは平仮名を原則とする。ただし，外来語は片仮名を使用する
こととする。
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た。CADデータは業務報告書や完成図書等と一

括して取り扱われるため，「土木設計業務等の電

子納品要領（案）」および「工事完成図書の電子

納品要領（案）」と同様のフォルダ構成と属性情

報としています。

属 性 情 報 はXML（eXtensible Markup Lan-

guage）で記述することとしていますが，XML

に対応したソフトウエアが十分普及していない状

況を踏まえて，土木研究所ではXMLファイルの

利活用を支援するため表計算ソフトウエアのEx-

cel と XMLの双方で入出力できる「エクセル・

XMLファイル変換ソフト」を作成し，ホームペ

ージから無償でダウンロードいただけるようにし

ました。

� ファイル名

ファイル名は，その中に含まれる情報を識別す

る属性情報の一つです。納品データのデータベー

スへの保管手続きが終了した後は，目的のファイ

ルを属性情報のみで検索することになりますが，

業務や工事の途中など頻繁に図面を修正する場合

はCADデータファイル単体を電子メールで送付

することも想定されますので，ファイル名から図

面名，図面番号，改訂履歴を把握できるよう図―

２に示す命名方法の標準を定めました。

具体的な図面種類の名称は，本基準案の付属資

料に示し，付属資料に掲載されていないファイル

名をつける場合は監督職員と協議することとしま

した。

� レイヤ名

レイヤ名は，ISO１３５６７―１，２（１９９８）で定める

基本的な構造をもとに，原則として構造物ごとに

レイヤを設けて，図―２のように階層同士をハイ

フンでつないだ３階層構造としました。道路中心

線等の重要な作図要素は構造物と同等に扱い，輪

郭や表題欄等構造物以外の図形情報は一つのレイ

ヤにまとめました。道路平面図の例を表―２に示

図―１ フォルダ構成（設計業務の例）
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します。

	 そ の 他

� 線 色

CADの機能の一つに，線色を変化させること

により見栄えの優れた図面を容易に作成できる機

能があります。本基準では，平面図等で従来利用

されてきた色と同じになるよう，標準的な１６種類

の線色をRGBで定めました。また，CADでは

ディスプレイの背景色を黒色とすることが多く，

紙図面に適した色とは異なる場合があるため，

CADソフトで適宜調整できることとしました。

� 紙図面との相違

CADデータでは，重複線の処理（出力すると

線が太くなってしまう），線分の処理（枠囲みを

閉合するかどうか，接したり交差したりする部分

が厳密か），精密度（小構造物をどこまで詳細に

描くか）など，実務において紙図面と異なる課題

が想定されます。これらの課題は，今年度の実証

実験結果をもとに検証する予定です。

� 地図および測量成果の取り扱い

地図および測量成果は，事業の最上流で作成さ

れるので電子化による利活用のメリットが非常に

大きいデータです。測量段階の数値地形測量

（DM : Digital Mapping）データを設計および工

事で利活用するためには，ポリゴンの作成や等高

線の処理が行われていることが望ましいと考えら

れます。本基準では，暫定的に紙地図を利用する

場合の方法を記述し，ラスターデータ（TIFFも

しくは JPEG）を貼り付けるか，もしくはCAD

ソフトウェアの外部参照機能を用いることとして

います。

� 電子媒体

電子媒体は，MOまたはCD―Rとしましたが，

電子媒体および容量は，受発注者の機器整備状況

に応じて異なるため，慎重な協議の上決定するこ

ととしました。

４． おわりに

国土交通省では，今年度の実証実験で得られる

結果をもとにCAD製図基準（案）の見直しを行

い，２００１年４月以降に建設省が発注する業務およ

び工事を対象に成果図面を電子媒体で提出する場

合の仕様として適用を開始する予定です。他の工

種についても必要性の高いものから順次整備する

予定で策定作業を進めています。

なお，本基準案は以下の研究や委員会のほか，

パブリックコメントでお寄せいただいたご意見や

関係業界への意見照会，建設省の各工事事務所に

おける実証実験をもとに作成しました。関係各位

のご尽力に感謝する次第です。また，本基準案の

全文は土木研究所のホームページ（http : //www.

pwri.go.jp/whatnew/html/kikai3/calsrule.htm）

図―２ ファイル名とレイヤ名
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で公開しており，今後より使いやすい基準とする

ために，ご意見をお寄せいただければ幸いです。

【関連研究および委員会】

１） 官民共同研究「統合情報活用による建設事業の

高度化技術に関する研究開発」

２） 「図面の標準化検討委員会」（委員長：田中成典

関西大学助教授）

３） 「首都圏外郭放水路工事・CALS／ECパイロッ

トプロジェクト検討委員会」（委員長：建設省河川

局河川情報対策室長）

４） 「成果品の電子化検討委員会」（委員長：島崎敏

一日本大学教授）

表―２ レイヤ名（道路平面図の例）

レイヤ名 レイヤに含まれる内容 線色＊ 線種

Ｄ
設
計

Ｃ
工
事

Ｍ
維
持
管
理

―ALGN 道路中心線（線種は実線でも可） 白 一点鎖線

―HTXT 道路中心線の旗上げ 白

実線

―BRDG 橋梁 赤

―HTXT 橋梁の旗上げ 白

―CRST 主な横断構造物 白

―HTXT 主な横断構造物の旗上げ 白

―ICSP 連絡等施設 白

―HTXT 連絡等施設の旗上げ 白

―DRNG 用排水構造物 水

―HTXT 用排水構造物の旗上げ 白

―EXST 現況地物 白

―FILL 盛土法面 緑

―CUT 切土法面 橙

―FRRD 側道 暗灰

―HTXT 側道の旗上げ 白

―GEO ―HICN 等高線の計曲線 緑

―LWCN 等高線の主曲線 緑

―OFST 道路幅員 白

―WALL 擁壁 赤

―HTXT 擁壁の旗上げ 白

―WEED 伐開除根 白

―HIRA 平場 緑

―OTHR ―FRAM 図枠，表題欄（文字を含む） 白

―ROW 用地境界 橙

―RSTR ラスター化された地図 ―

―SFTY ―HTXT 交通安全施設の旗上げ 白

―SRVR 測量ポイント 緑

―TUN トンネル 青紫

―HTXT トンネルの旗上げ 青紫

―ADRD 取付け道路 茶

―HTXT 取付け道路の旗上げ 茶

―EGRD 現道 橙

―HTXT 現道の旗上げ 橙

―WRD 歩道 桃

―HTXT 歩道の旗上げ 桃

―OTRS その他の構造物等 任意

―DIM その他の寸法線，寸法値 赤

―TXT その他の文字列 赤

―MTXT その他の材料表示 橙
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